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フレキシブルセンサーとブロックチェーンを
活用した偽造防止ソリューション
「Akliteia™」とスマートロジスティックス



偽造防止デジタルプラットフォーム「Akliteia™」
※ギリシア語で真実という意味を持つ女神「aletheia（アリティア）」に、真実を知る“鍵（Key）“を組み合わせた造語



1. Akliteia™創出の背景

2. フレキシブルセンサーとは何か

3. 偽造品課題の共有とソリューションのご紹介

4. サービスアーキテクチャとCorda採用の理由

5. ロードマップ
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サプライチェーンの混乱とその影響



サプライチェーンの不安要素

グローバル

国・地域

個別企業

短期的リスク
（直近）

中期的リスク
（5-10年以内）

長期的リスク
（30年以内）

疾病（パンデミック）

人権

経済対立・保護主義

政治的対立・デモ

テロ攻撃

サイバー攻撃

盗難・破壊活動

疾病（地域的流行）

地震・洪水

エネルギー高騰 産業構造変化

人口動態・市場縮小

気候変動

国・地域の財政破綻

地域での武力衝突

為替変動

消費トレンド変化

労働力確保

サプライヤー廃業

偽造・模倣（筆者追記）

自然リスク 政治リスク 経済リスク 社会的リスク 犯罪リスク ★直近3年でサプライチェーンに影響を与えている要素

※『内外一体の経済成長戦略構築にかかる国際経済調査事業』（令和2年、経産省より。一部改変）



サプライチェーン強靭化の方向性

※『内外一体の経済成長戦略構築にかかる・・・』（令和2年、経産省より。一部改変）

リスク SCの現状 企業としての取組 各国政府としての支援 地域での支援

疫病・
パンデ
ミック

災害

地政学
リスク

事業環境
変化

社会価値
変化

規制

SCが見えない

意思決定ができない／
時間がかかる

変化に追随できない

外部連携が不足

代替オプションがない

E2EのSC可視化

SC計画高度化

SC実行力強化

ステークホルダー
との連携

戦略的冗長性の
確保
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行政手続きの
簡素化・デジタル化
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企業のデジタル化
支援

ⅰ

産業基盤の
整備・支援

ⅲ

規制の
ハーモナイゼーション

情報・データ
インフラの整備

物流・取引の
円滑化
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E2EのSC可視化
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フレキシブルセンサーとは何か



印刷技術で作られたフィルム上のデバイス

A. Aliane, V. Fischer, M. Gallari, L. Tournon, R. Gwoziecki, C. Serbutoviez, I. 
Chartier, R. Coppard
“ Enhanced printed temperature sensors on flexible substrate”, 
Microelectronics Journal. 2014, 45, 1621-1626

Enhanced temperature sensor

I. Graz, M. Krause, S. Bauer-Gogonea, S. Bauer, S. P. Lacour,
B. Ploss, M. Zirkl, B. Stadlober, S. Wagner
“ Flexible active-matrix cells with selectively poled bifunctional polymer-ceramic 
nanocomposite for pressure and temperature sensing skin “, Journal of Applied 
Physics, 106, 034503,2009

Temperature and pressure sensor



1兆個のセンサー時代を実現するには
フレキシブルセンサーが鍵

Si Fab. PE R2R Fab.

工場能力 300mm ウェハー
4万枚/月

基材幅：1m
生産速度：1m/min

センサーサイズ
[mm x mm] 15 x 15

ライン生産能力
[sensors/year] 3億6千万 15億

設備投資額
[/1Fab] 25億米ドル 1億5000万米ドル

2025年に必要な
設備ライン総数 2,777 666

2025年までの
総投資額 7兆米ドル 1000億米ドル

総投資金額は1/702007 2012 2017 2022 2027 2032 2037

Sensors

10,000,000

100,000,000

1,000,000,000

10,000,000,000

100,000,000,000

1,000,000,000,000

10,000,000,000,000

100,000,000,000,000

Trillion Sensors Visions

“Abundance”
QCOM Swarm Lab, UCB
Bosch
Hewlett-Packard
Intel
TI Internet devices
Yole MEMS Forecast,2012
TSensors Bryzek’s Vision
10 year slope
Mobile Sensors Explosion



μCP
Laser ablation

Ink-jet

Flat screen

Rotary 
screen

Flexo

Gravure
Offset

photo litho

R2R photo litho

実現の鍵はサブミクロン線幅電極を工業的に作る技術

既存の印刷技術に対して100倍の解像度、フォトリソに対して100倍のスループット

R2R, High Resolution Printing Method

（From OE-A 2009 and modify）
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私たちが目指したゴール

High resolution (= sub-micron resolution)

Printing process

Conductive ink

Printing Roller Mold

電子ビーム露光による
高精細円筒版





偽造品課題の共有とソリューションのご紹介



社会課題としての偽造品被害の実態

@2016年、OECD調べ

靴

洋服

革製品

電気製品

時計

医療機器

化粧品
玩具
宝飾品

医薬品

50兆円約

年間被害総額
（グローバル）



社会課題としての偽造品被害の実態

シューズメーカーA社

偽造品被害額は年間4500～6500
億円。売上の11-16%

化粧品メーカーB社

ブランド確立上、対策は必須。

化粧品メーカーＣ社

対策をしても、
3ヶ月で偽造品が出回る。
イタチごっこ、個社では限界。

ECプラットフォームD社

8か月で6000万点の
偽造品を没収した。

※私たちで実施したインタビューの声



高級化粧品ユーザーへのアンケート

※私たちで実施した高級化粧品ユーザーへのアンケート結果

連絡
しない
40%

ECサイト

29%

メーカー

16%

EC出店社

15%

偽造品を発見/
購入した時、

誰に連絡しますか？



高級化粧品ユーザーへのアンケート

※私たちで実施した高級化粧品ユーザーへのアンケート結果

別ブランド
に切替

20%

正規販売店に切替

47%

より信頼できる
ECに切替

22%

変化なし

11%

偽造品発生を
知った時、
購買行動を

どう変えますか？



高級化粧品ユーザーへのアンケート

これまで可視化されていない
ブランドの毀損、
売上損失の可能性



本物だけを
消費者の皆様に
提供します



偽造防止ラベル





世界唯一で複製不可能な
高精細パターン



真贋判定デバイスにより
ラベルの本物証明が可能



瞬時に本物か否かがわかる
判定デバイス



DXプラットフォームをブロックチェーンで実現

それぞれの拠点で真贋判定。
偽造品がサプライチェーンから排除偽造防止ラベルの受け取り ラベルをスキャン

製品情報を登録 商品にラベリング 真贋判定デバイスでスキャン

製造メーカー 倉庫など
消費者

1 2 3 4 5 流通証明出荷証明



新しい購買体験により企業の競争力を底上げ

企業・ブランド価値
を向上

メーカーの収益性
を向上



企業・ブランド価値を向上

本物だけを届ける手段によって、
メーカー・流通が

企業価値・ブランド価値を上げ
さらに消費者に選ばれる

競争力を確立



メーカーの収益性を向上

偽造品の流入経路の特定、
流入自体の抑制により
偽造品に奪われていた
機会損失を排除し、

メーカーの収益性を向上



確実な「本物証明」という新たな価値により、さらにお客様へ選ばれるブランド・流通へ



サービスアーキテクチャとCorda採用の理由



偽造防止ソリューションのサービスアーキテクチャ
Management with

製造メーカー 物流（BtoB） 卸・小売 物流（BtoC） EC 損保 通信 税関

真贋判定データ その他データ
業界標準データ

Akliteia™アプリケーション
個別アプリケーションACS_BP

App.
ACS_EC

App.

LTE_IoT

REST API

EDI??

REST API REST API REST API

REST APIREST API

Akliteia™ エコシステム

Akliteia™ Net
認証・認可

Platform API

Platform Service

AWS認証等

Blockchain Data Storage

事業性評価、課金などのプラットフォーム

管理系システム



偽造防止ソリューション・プラットフォームに求められる要件

判定データに対する
改竄耐性

判定結果に基づき
偽造品対策を行うため
データの真正性が最重要

社会インフラとしての
信頼性・安定性

サプライチェーン全体で利用する
プラットフォームなので

システム停止を防ぐ信頼性や安定性が重要

サプライチェーンに
対する柔軟性

業界ごと、お客様ごとにSCは異なり
情報を共有する範囲も異なる。

更にその形も変化。変化への柔軟性が重要



偽造防止ソリューション・プラットフォームに求められる要件

プライベートコンソーシアム型ブロックチェーン

インターオペラビリティ・アクセスコントロール
金融系での採用実績



ロードマップ



RFID機能付き真贋判定ラベル

トレサビ・サービス付与によるアップセル
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Kaarle Jaakkola: VTT ,Kazuma Komatsu: Asahi Kasei
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Sheet resistance

:3um,
:60um
:25Ω/sq.



スマートラベル実現までのステップ

Smart logistic solution

Label

長期 (2030)中期(2025)現在

Invisible antenna

Fully Printed RFID

Invisible antenna

Akliteia™



私たち旭化成グループの使命。

それは、いつの時代でも世界の人びとが“いのち”を育み、

より豊かな“くらし”を実現できるよう、最善を尽くすこと。

創業以来変わらぬ人類貢献への想いを胸に、

次の時代へ大胆に応えていくために―。

私たちは、“昨日まで世界になかったものを”創造し続けます。
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